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ボーリング柱状図
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ボーリング名 調査位置 北        緯

発  注  機  関 東        経調査期間

調 査 業 者 名 主任技師 現        場
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栃木県鹿沼土木事務所 2009-08-20 ～ 2009-08-25
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201.67 4.35 4.35

シルト質
砂礫
(GSM)

201.42 0.25 4.60 砂礫
(GS)

201.22 0.20 4.80
砂岩
(Ss)

201.02 0.20 5.00

砂岩
(Ss)

198.02 3.00 8.00

チャート
(Cht)

暗
褐
～
黒
褐

茶褐

青灰
青灰

暗
灰

暗灰

[1.00]最上部40cm程度は、ゴミ、
杉の皮が混じり人為的に乱されて
いる。
崖錐堆積物である。
φ0.5～3.5cmの角礫を多く含む。
礫の含有率は60～70%程度である
。マトリックスは上部は粘土分多
く下部はシルト主体。
下部は礫の含有量が多く、含水多
い。
[4.00]4.00～4.35m間礫混じり粘性
土。

段丘堆積物である。φ5～3cmの円
礫を含む。固結している。
[5.50]細粒砂岩。4.80～4.90m間は
頁岩で、細片化しいいる。
層状チャ－トである。
層理面は、緩傾斜～急傾斜までみ
られ、うねっている。岩質は硬い
。
7.00m付近に巾2～3cm程度の粘土
を挟む。傾斜角度は70°。
7.00m付近の貫入試験試料は粘土
化している。
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